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〔いずみ幼稚園はな組〉

初
め
て

こ
の
教
室
で
出
会
っ
た
と
き

緊
張
し
、
不
安
気
だ
っ
た
子
供
た
ち

あ
れ
か
ら
一
年

ひ
と
ま
わ
り
も

ふ
設

ま
わ
り
芯
大
き
く
な
っ
て

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
た

教
室
ぬ
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
で

は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
に
ぎ
や
か
さ

キ
ラ
キ
ラ
し
た
暗
一
は

好
奇
心
そ
の
も
の
だ

必
デ
コ
の
キ
ズ
は
腕
白
な
証
拠

r

今
、
子
供
た
ち
は

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
小
箱
に
詰
め

赤
い
リ
ボ

γ
】を
て
い
ね
い
に
結
ぶ

子
供
た
ち
が
飛
朔
す
る
春
は

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
台
を
足
掛
り
に

ま
た
、
別
の
世
界
へ
と

大
き
て
は
ば
た
く

た
と
え
、
着
地
が
困
難
で
も

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
力
と
勇
気
に

大
き
な
拍
手
を
送
下り
た
い
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建
設
の
事
業

が
、
去
る
一

と
二
月
一
日

た
っ
て
、
就

一タ

1
及
び
須

会
場
に
開
か

建
設
事
業
の

一の
ス
ケ
ジ
ュ

本
的
な
考
え

空
港
建
設
に

元
の
理
解
と

じ
し
た
い
と

ら
開
か
れ
た

ト対
民
全
議
を
対
象
と
し

た
説
明
会
民
昨
年
二
月
に

予
定
地
が
決
定
さ
れ
て
か

ら
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

会
場
に
は
二
日
間
併
せ

て
百
五
十
二
名
の
皆
さ
ん

が
集
り
、
説
明
す
る
内
容

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

説
明
に
は
、
県
の
空
港 県の説明に熱心に耳を{漬ける

主
な
内
容
は

P

次
の
と
お
り
で
す
。

@
福
島
空
港
の
概
要

。
空
港
の
一種
類

県
が
設
置
し
管
理
す
る
第
三
種
空
港

汚
旅
客
を
主
と
し
、
貨
物
を
従
と
す

均
一一コ般
的
な
国
内
直
港
守
す。

of殺
走
路
及
び
空
港
本
‘体
周
一地

ナ滑
走
路
の
長
さ
二
、
五

G
G
m
t
，拡

四
五

m
、
着
陸
帯
は
長
さ
一
一
八
いハ

O

O
m
、
幅
三

O
O
m
で

エ

ザ

川
や

'd
qm級

(
2
0
0人
J
一ニ五

O
人
乗
り
)
の

航
空
機
が
就
航
で
き
お
J

お
ち
を
ケ
空

港
本
一体
吊
地
ぼ
約
九計
一
石
如
程
度
と
な

り
ま
す
。

味
原
重
次
先
生
に

勲

五

等

瑞

宝

章

空
港
に
関
連
す
る
産
業
、

職
場

空
港
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接

的
に
必
要
と
な
る
関
連
事
業
は
一
般

的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す。

0

航
空
機
に
関
連
す
る
も
の

航
空
運
送
業
、
航
空
機
、
自
動
車
の

整
備
業
や
給
油
業
な
ど

。
旅
客
、
送
迎
者
、
見
学
者
、
従
業
員

に
関
す
る
も
の

物
品
販
売
業
、
飲
食
業
、
ホ
テ
ル
業

旅
行
業
な
ど
。

。
貨
物
に
関
連
す
る
も
の

利
用
航
空
運
送
業
、
輸
送
代
理
業
、

倉
庫
業
な
ど
。

。
交
通
に
関
連
す
る
も
の

タ
ク
シ

ー
、
パ
ス
、
ト
ラ

ア
ヲ
、
駐

車
場
な
ど
。

o
そ
の
他

ク

2
1
ニ
ン
グ
業
、
整
備
保
障
な
ど
。

こ
れ
ら
産
業
の
立
地
が
可
能
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
一
雇

用
も
相
当
に
見
込
ま
れ
る
も
の
と
期

故

昨
年
の
暮
、
病
の
た
め
永
眠
な
さ

れ
た
故
味
原
重
次
先
生
に
、
s

生
前
の

功
績
が
讃
え
ら
れ
、
こ
の
度
、
h

内
閣

総
理
大
臣
よ
り
勲
五
等
瑞
京
軍
が
贈

ら
れ
ま
し
た
c
先
生
は
昭
和
三
十
一

年
五
月
、
現
在
地
に
開
業
さ
れ
て
以

来
汁
三
十
六
年
余
に
わ
た
?
寸
地
域

住
民
り
健
康
管
理
に
昼
夜
を
隔
て

疾
病
予
防
や
検
診
事
業
ま
で
幅

意
を
注
ぎ
、
当
村
の
保

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

待
さ
れ
ま
す
。

争
公
害
の
な
い
空
港
を
目
指

し
て

空
港
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
騒
音

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
環
境
対

策
に
力
を
入
れ
ま
す
。

。
発
生
源
。対
策

騒
音
の
発
生
源
で
あ
る
航
空
機
そ
の

も
の
に
改
良
を
加
え
た
低
騒
音
型
航

空
機
が
開
発
さ
れ
就
航
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

。
空
港
構
造
の
改
良

航
空
機
の
離
着
陸
路
が
な
る
べ
く
人

家
密
集
地
の
上
空
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
滑
走
路
の
方
向
、
位
置
な
ど
を

決
め
、
緩
衝
縁
地
帯
を
設
置
す
る
。

。
空
港
馬
辺
対
策

周
辺
の
小
学
校
戸、
九民
家
な
ど
の
防
音

工
事
に
対
し
て
助
成
を
講
じ
た
り
、

移
転
補
償
を
行
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
空
港
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
環
境
基
準
を
厳
守
し
、
各

種
の
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
万
全

を
期
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
公
立
岩
瀬
病
院
組
合
議

員
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
、
医
師
の
外

に
村
国
保
運
営
協
議
会
委
員
や
学
校

医
、
よ
権
擁
護
委
員
な
ど
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
温
厚
篤
実
な
人
柄
と
献

身
的
態
度
で
地
域
住
民
に
接
し
、
人

望
も
厚
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
先
生
を

偲
び
、
こ
の
叙
勲
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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さ
ん
ら
閤

任
期
満
了
に
伴
う
村
土
地
改
長
一
込
総
代
選
挙
は
、
昭
和
五
十
八
年
↓
月
二

川
十
四
日
に
告
示
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
ず
四
日
届
出
が
締
切
ら
れ
ま
し

た。
ーそ
の
結
果
、
第
一
選
挙
区
が
定
数
ニ
ボ
一
名
に
対
じ
立
候
補
届
出
者
二

十
一
名
、
第
二
、
選
挙
区
が
定
数
二
十
四
名
に
対
し
立
候
補
届
出
者
二
十
四
名

で
定
数
を
超
え
仏
以
、た

語
、
無
投
票
で
次
一の
一方
々
一が
当
選
さ
れ
ま
じ
た
o

今
後
四
年
間
、
村
土
地
改
良
区
が
と
り
行
ラ
議
決
R

機
関
と
し
て
大
い
に
し活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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第
一
選
挙
区

(
南
須
釜
山
塩
沢
栄
・
吉
村
幸
雄
・

小
原
政
徳
・
大
越
義

E
・，小
山
田
正
直

大
木
哲
・
塩
田
茂
男
?
大
野
吉
孝
・

大
野
貞
夫
i
一近
内
茂
(
北
須
釜
〉

瀬
谷
豊
光
・
鈴
木
一
雄
二
向
原
豊
勝
・

矢
吹
義
一
一
一
一・
渡
辺
哲
夫
ト
塩
沢
正
期

ハ吉

γ森
山口ト
忠
継

グ
矢
吹
源
一
・
須
釜

信
好
川
ハ
ー
此
ポ
屋
)
，石
“森

栄
吉
・
石
森

金
治

3 

喜旗崎(九
代正也辰 JJI‘

一弘己 gJ盆
〆『、....，.
ント太矢須一

号室一部撃選
卒論詰議t 挙
部男 l ;'，;j_'~' 区

敬 n 味鈴
次蒜;原妹、
郎生ァ勇孝

'--"二二」 τと
p 

高真句
原弓白野

58年度工事が施行される山小屋地区

中

岡

仁

志

添

田

義

一

小
針
千
代
之
助

村
民
y

囲
碁
主
将
棋

大
舎
の
結
果

村
民
囲
碁
、
将
棋
大
会
が
去
る
い一

月
三
未
日
?
午
前
八
時
半
か
ら
就
業

改
善
七
一三
タ
よ
で
関
か
れ
ま
hb
必
句

村
内
の
囲
碁
、
将
棋
愛
好
家
三
十

六
名
が
参
加
し
、
盤
上
で
熱
い
火
花

を
散
ら
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑧ 
囲
碁
の
部

A
級一

位
二
位

三
位

内地蒔升五釜須'いじるてれらめ進4
U
 

靖整盤義一義現

雄
司
川・
草
田
菊
弥
・
添
田
義
政

・
矢
吹

太
郎
ハ
中
〉
小
針
章
男
・

1
小
針
善
雄
・

小
針
英
章
(
山
宥
法
寺
)
大
竹
代
一
・

大
竹
照
治
・
倉
鎌
徳
三
(
竜
崎
〉
小
林

仙
治
・
湯
沢
英
雄
・
鈴
木
古
長
・
鈴
木

・
上
野
文
吉

B 
級

将
棋
の
部

組曲
D C B A 
級級級級

位位位位位位位位位位位位
一
位一位

二
位

吉

村

安

一

草

野

正

司

三

吉

隆

之

双

里

正

輝

双

塁

政

博

車

田

永

男

矢

吹

常

昭

双

里

正

司

箭

内

末

之

助

吉

田

実

近

内

正

雄

本

田

栄

勝

熊

田

義

一

真
野
自
照
雄

石

森

力

男

一一

1
Z予

備
知
識

1
1

一一

一一l

劃
劉
引
む
劃
釈
を
者
投
票
制
度
ー
一

一

こ

の

制

度

は

、

一

般

的

な

不

在

者

一

…
投
票
の
方
法
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
ー
太
平
l
j
¥
J
h日
以
U'

欝

四

一

身

体

に

重

度

の

障

害

の

あ

る

選

挙

人

三

F
f
c

克
之

ιν島
一

一
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
川
、
作
ド

¥
Q
Jぬ
後
ぺ
L
A鶴
一

…

次

の

よ

う

な

方

が

該

当

に

な

り

ま

、

y
d

司

・

一
す
。

f
k
¥

，
一

一
①
、
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手

…
帳
に
、
南
下
校
若
し
く
は
体
幹
の
以
上
①
③
に
該
当
す
る
方
で
、
郵
一

一
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し
く
は
こ
便
投
票
を
行
い
た
い
方
は
、
選
挙
管
一

一

級
、
心
臓
、
じ
ん
澱
若
し
く
は
呼
理
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し
て
、
郵
一

一

吸
器
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し
便
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
に
自
署
瞳

一

く

は

三

級

で

あ

る

方

。

し

、

身

体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
一

一
@
、
交
付
を
受
け
た
戦
傷
病
者
手
帳

傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
交
付
の
申
請
一

一

に

両

下

肢

若

し

く

は

体

幹

の

障

害

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

園

一
が
、
恩
給
法
別
表
に
よ
り
特
別
項
な
お
、
郵
便
投
票
証
明
品
一
一
一
回
の
有
効
一

一
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
、
心
臓
、
期
間
は
四
年
間
に
な
↓っ
て
い
ま
す
。
一

…

じ

ん

臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
す
で
に
交
付
済
の
方
は
期
間
内
に
更
一

一
に
あ
っ
て
は
向
表
の
特
別
項
症
か
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

一
ら
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る
方
と
し
詳
し
い
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
点
に
-

…

て

記

載
さ

れ

て

い

る

方

。

つ

い

て

は

役

場

総

務

課

選

挙

管

理

.

一

O
郵
便
投
票
証
明
書
を
請
求
す
る
に
委
員
会
ま
で
トお
問
い
合
わ
せ
く
だ
一

一

は

守

同

い

ド

ヰ

一

一一一一一投
票
所
…一
一
一

圃

一

間
問
問
闘
関
関
風
樹
齢

二

一

去

村

一

紛

一

回

抱

一

蹴

一

一

一

九

、

ゐ

示

ケ

《有

一

票

四

日

一

日

)

一

一

一

ド

ヲ

提

一

間

)

一

投

間

一

出

で

一

-

一

-

-

ノ

を

一

年

送

一

を

綿

一

法

便

一

山

一

門
J

求

1
i
i
i
ι
4
郵

一

筒

豆

一

一

昨

郵

↑

一

~
即
時
¥
官
盟
主
ず
主
抑
制
一
一

し

と

司

司

寸

劇

曲

四

〉

一

一

珂

一

安

代

書

し

-

一

連

一

月

一

一
部
証
害
一
一
虫
駆
一
U
2
2
m
一
Ym

一
一

…

侵

同

町

じ

噂

ト

リ

一

関

付

一

開

前

U
計

一

敵

討

一

…

一
寝
泊
T

使
め
制

4
h
l一
便
交
一
票
日
7
コ

書

一

五

円

一

一

一

罰

則

的

と

伺

峨

包

郵

の

』

投

4

者

一

概

一

-

一

関
悶
悶
闘
関
闘
関
働
関

一一
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も
う
す
ぐ
春
。
新
入
学
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、

の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
】
プ
シ
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
、
元
気
に
学
校
へ
行
か
れ
る
の
も
も
う
間

近
で
す
ね
。
元
気
い
っ
ぱ
い
で
入
学
式
を
迎
之
る
た
め
に
も

1

交
通
事

故
や
風
邪
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一三一
今
年
の
新
入
学
児
童
は
昨
年
よ
り
二
十
八
名
多
い
一
四
七
名
。
該
当

児
童
は
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
一
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
で
、
男
八
十
七
名
、
女
六
十
名
が
す
ぐ
そ
こ
ま

で
来
て
い
る
春
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
入
学
予
定
者
名

川

辺

(
お
名
)

" " 

川部
11 落

辺名

鈴鈴 目 野 JII
!日

木 木 黒 崎 崎
互主

由・精〉宏文

栄孝一之隆名
保

栄由康鎌聖護
者

吉正行一幸名

11 " " " 

" 

" 

" 

" 

" 

熊白新須矢須小曲鈴須

窃

大きくなるぞノ

U~/)省@&~'ù号

いっぱい食べて
国旗国'藤部藤針山木釜

光

平木川，隆且
貝実美也哉潔

美
喜
子出刷

a

r必
q

，

秀克 絵英博

入
学

川

辺" " " " " " 

須矢 熊野鈴須矢佐

藤部田崎木藤部藤

真
由
美

裕

也

竹

利

信

幸

智

彦
泰己勝

博

伸保剛保丈保政弘栄半

蒜

生
高

郎雄男之一一秋仲二治

" " " " " " " " " " " " " " " " 
11 " " 中 "" " " " 

小石野永添鈴吉添首溝関車溝高溝由 国溝関車石佐黒溝関藁矢西佐佐

回井藤須井根谷吹牧藤藤口

文澄多沙紀光俊 浩正 志匡正
加 乃

正之和 子雌 奨靖 子 宣 樹 幸 繁 校 輔 章 稔香子子織子一之智司利恵布成男

林津口林田木田田藤井根田井原井沢 井井

幸俊美先!俊吉尚恵義直孝雅克要

子

一
正

明

竹

一

信
四
郎

次

男
泰

治

八
重
子

久

一

(
祁
名
)

節信 危 吉敬義両幸孝永義義啓松文源教伊清源重 徳秀八勝正貞一
功昭 三誠

男次 明博 一 勝 輔 ニ 正 勝 三 巳 一 雄 雄二子東利郎光 永勝郎一巳雄男

岩
法
寺

竜

崎
"中

広

" 

吉草倉石武佐草村村大大大草佐佐矢古水小永小双吉小葉鈴佐
久

田野鎌森田間野越越竹竹竹野藤間吹寺野針林針里田針根木藤

雅達 恵 ゆ 一 洋 真 明 満 寿 智知康倉真啓香真 恵裕治か勝雅隆:和一千美正和俊

健吉梢茂等也 也 美 す 徳 子 紀 枝 貴 治 恵子雄義章一織暴恵司子江す美洋之之志鶴華美恵彦孝美

" " " " " " " " " 11 
" " " " " " " " " " " " " " 

湯 森鈴小小小小岡小上仁小橋
井

木林林林林部林野田林本

長

" 11 

" " " " " " " 
11 

沢

太
孝

一昭
幸

吉

金

正

政

博

嬉

同

志

志

郎
一

郎

勝

義正
和寿定末善倉亀正正義与徳政重 常

勇
彦幸好吉 行 吉 雄 憲 広 明 吉 良 美 行 一

重隆信茂政重清勇留正洋真義
太

男 郎夫夫美雄光一七治劫作治
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鶏
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須
釜
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11 

岡湯小新上 小

部沢林谷野林

友

和
竜

弥

美
奈
子

浩

二
陽

子
敬

敬康喜儀和幸

(
組
名
)

辰英忠清隆清勝勇敬正元

寒
か
っ
た
冬
も
過
ぎ
、
か
け
足
で

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
春
、
入
学
(
園
)
を
自
の
前
に

し
て
、
は
り
き
っ
て
い
る
子
供
さ
ん

の
姿
を
見
て
、
心
配
さ
れ
る
の
が
交

通
事
故
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

5 

11 /f /J /J 

宗 関班近有大宍関小佐塩
山久

形根目内賀野戸根回間沢

/J 11 11 11 " 11 /J /J 

勝

正

利

恭

子

裕
美
子

達

也

葉

子
弘

幸

喜

浩
宏博子

恭雅

作雄則次雄一

南
11 須

釜

矢草佐矢野鈴矢榊西阿大大塩塩阿近阿遠大大
久

吹野間吹口木吹枝舘部野野沢沢部内部野越 木

政

明

真
由
美

志
津
子

久
美
子

博

之

果

織
明

美

秀

隆
誠努

広

美
英

和

兼

こ
か
お
り

貴

士

貴
美
子

正

則

玉

枝
美

幸

勇

雄

政

信

幸

久照
幸

平
正

治

喜
代
徳

義

幸
重

男

清

勝

佐
源
治

金
四
郎

英

範
義

二

重

美
カ

ツ
庄

嗣

金

一宏
藤

樹
勇

弥

入
学
〈
盟
〉
に
そ
な
え

家
躍
で
も
嚢
金
数
曹
を

特
に
こ
の
時
期
は
、
冬
か
ら
の
解
放

感
や
新
し
い
友
達
が
で
き
る
な
ど
行
動

範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

y

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
さ
ん
を
守
る

た
め
に
「
家
庭
で
の
話
合
い
」
と
と
も

に
、
体
で
覚
え
さ
せ
る
安
全
教
育
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

八
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
〉

。
安
全
の
確
認

・
横
断
に
は
安
全
な
場
所
で
、
必
ず
止

ま
っ
て
左
右
の
安
全
確
認
を
。

。
正
し
い
行
動
の
習
慣
づ
け

・
身
に
つ
く
ま
で
具
体
的
に
く
り
返
し

て
教
え
る
。

。
お
茶
の
間
で
の
話
合
い

・
お
茶
の
間
の
話
題
に
、
近
所
で
あ
っ

た
交
通
事
故
や
新
聞
で
の
記
事
を
と

11 11 11 11 /J 11 11 

一夫義一幸人利一雄徳一

/J 

北
1/ 須 /J

釜
/J 1/ 11 11 11 /J I! 

山

屋

山
新 1/

田

南
須
釜

四

辻

新

田 1/ 吉

有

賀

矢

部
有

賀

須

釜
鈴

木

関

根
石

森

石

森

石

森

真
野
目

ド升

貴

啓
智

子

幸

夫

浩

一
英

子

真
由
美

裕

子

博

文
さ
お
り

(
7
名〉

木原木

裕友情

美文巳

久

嘉

金

寿
一
一
一
郎

貞

幸
日
出
夫

正

敬

富

夫

敏

春
博

信
正

昭

邦幸好秋利源弘

り
あ
げ
て
実
生
活
に
結
び
つ
け
て

教
え
る
。

。
同
行
指
導

・
入
学
(
園
)
前
に
指
定
さ
れ
た
通

学
(
園
)
路
を
、
実
際
の
時
間
に

合
わ
せ
安
全
な
歩
き
方
を
教
え

る。

‘

・
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
が
街
へ

買
物
に
出
た
機
会
に
、
信
号
の
見

方
や
正
し
い
横
断
の
仕
方
な
ど
、

機
会
あ
る
ご
と
に
く
り
返
し
教
え

る。
・
子
供
さ
ん
の
判
断
で
行
動
さ
せ
、

そ
ば
で
正
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

み
る
乙
と
も
大
切
で
す
。

八
お
母
さ
ん
方
に
お
顕
い

V

大
人
の
ま
ね
、
親
の
ま
ね
を
す
る

こ
と
は
、
ど
の
子
に
も
共
通
し
て
み

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
自
ら
正
し
い
交

通
ル

l
ル
を
実
践
し
ゼ
ヰ
予
供
の
手

本
に
な
一っ
て

ι干しだ
さ
い
時川

11 /J /J 

鈴小鈴飯

/J 

渡飯関

辺田根 田

愛

健

二
幸

子
と
し
え

雄雄市秋 一 志 則

マ
上
下
調
節
機
構
が
丈
夫
か
ど
う
か

が
品
質
の
決
め
手
に
な
り
ま
す
。
こ

の
部
分
は
ス
チ
ー
ル
製
が
最
も
安
心

で
す
。
木
製
の
場
合
は
、
ム
ク
材
の

も
の
を
。
芯
材
が
な
い
と
、
長
期
間

の
使
用
で
ガ
タ
つ
い
て
き
ま
す
。
穴

の
位
置
に
狂
い
が
な
く
、
ボ
ル
ト
で

し
っ
か
り
と
締
め
ら
れ
る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

w
v
天
板
表
面
は
、
手
の
平
で
な
で
て

水
平
な
も
の
を
。
接
着
不
良
の
も
の

は
、
直
射
日
光
に
当
た
る
と
そ
っ
て

き
ま
す
。

ま
た
、
角
、に
γ

先
み
が
〉
?
っ
て
あ
る

の
が
安
全
性
九汚
点
で
も
よ
い
で
し
ょ

。
たっす

引
出
し
は
、
大
小
深
浅

4
こ
で
充

分
間
に
合
い
ま
す
。
サ
イ
ド
に
フ
ッ

グ
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

自
立
心
を
持
た
~せ
一る

一た
め
に
も
自
ヘ

分
一の
コ
ー
が

j
一乏
し
て
斤
ぺつ
け
、

整
理
整
頓
の
習
慣
老
づ
け
ぎ
せ
ま

し
ょ
う
。

学
習
机
と
い
す
の
選
び
方

長
期
に
使
用
で
き
て
、

長
期
間
使
用
し
、
あ
く
ま
で
勉
強

の
た
め
の
家
具
で
す
か
ら
、
飽
き
の

こ
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
成
長
に
合
わ
せ

て
サ
イ
ズ
調
節
の
で
き
る
も
の
を
選

ぶ
こ
と
。
装
飾
が
多
く
、
複
雑
な
機

構
の
も
の
ほ
ど
事
故
も
多
く
マ
イ
ナ

ス
で
す
。

学
習
机
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

ま
ず
安
全
性
第
一
に

い
す
を
選
ぶ
時
の
チ
エ
ヴ
ク
ポ
イ

ン
ト

V
J
I
S
に
衝
撃
強
度
試
験
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
用
よ
り
甘
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
高
く
し
て
座

り
、
ガ
タ
ガ
タ
や
っ
て
不
安
定
な
も

の
は
避
け
る
こ
と
。

V
い
す
の
前
端
に
座
り
、
安
定
の
良

い
も
の
を
。
い
す
の
転
倒
に
よ
る
け

が
は
多
い
も
の
で
す
。

V
7
1
8歳
と

m
J
U
歳
で
は
、
い

す
の
高
さ
も

m
m
ぐ

ら

い

違

い

ま

す
。
上
下
調
節
式
で
も
場
合
に
よ
っ

て
は
買
い
換
え
て
。

机
と
い
す
の
高
さ

つ ろ い
くしす
状た i
態足 i
o の腰
裏を
ヵ:カミ
、け

ピて
ツま
タつ

リす
床ぐ
に下

机

l
i天
坂
が
椅
子
よ
り

m
l
お

側
高
い
こ
と
。
椅
子
に
座
っ
て
背
を

伸
ば
し
ひ
じ
を
曲
げ
て
ち
ょ
う
ど
触

れ
る
高
さ
が
理
想
的
で
す
。
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四
月
か
ら

保
険
料
が
改
定

昭和58年 3月 1日

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
今
年
四
月

か
ら
一
カ
月
分
が
五
千
八
百
三
十
円
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
費
は
-
被
保
険
者

が
納
付
す
る
保
険
料
一の
積
立
金
と
国
庫

負
担
金
に
よ
っ
定
贈
お
れ
て
い
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
の
健
全
な
財
政
が
保
た

れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
額
も
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
将

来
、
老
齢
年
金
宅
不
慮
の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け

ら
れ
な
ふ
な
つ
で
し
ま
い
ま
す
む
で
、

保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
生
活
が
苦
し
く

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

No. 1 99 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

たまかわ

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た。

'

・
川
辺
の
大
竹
重
郎
さ
ん
よ
り壱

万
円

・
川
平
の
榊
校
忠
一
さ
ん
よ
り五

千
円

・
南
須
釜
の
近
内
茂
さ
ん
よ
り壱

万
円

・
南
須
釜
の
国
井
清
志
さ
ん
よ
り

壱
万
円

広報

自
動
車
税
は
、

四
月
一
日
現
在
の

車
検
証
の
名
儀
人

に
対
し
、
五
月
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
に
関
し
て

次
の
よ
う
な
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は

今
す
ぐ
陸
運
事
務

所
で
登
録
変
更
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ

合」い。

①
革
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
他
人
ヘ

譲
渡
航
持
村
長
さ

②
廃
車
を

L
た
土
台

③
住
所
を
変
更
じ
た
と
き

(
車
検
証
の
住
所
変
更
も
〉

な
お
、
こ
の
よ
う
な
変
更
登
録
等
の

手
続
き
は
、
自
動
車
。販
売
会
社
、
又
は

自
家
用
自
動
車
協
会
が
代
行
し
て
く
れ

ま
す
。自

家
用
自
動
車
協
会
石
川
支
部

管

(
O
一一四七一一〉二

i
二
六
五
三

郡
山
県
税
事
務
所

雷
〈
O

一
一
四
九
)
二
三
i
六
一
六
一

内

線

〈

二

O
四
・
二

O
五〉

-
中
の
小
針
不
二
夫
さ
ん
よ
り壱

万
円

・
岩
法
寺
の
倉
鎌
徳
三
さ
ん
よ
り

五
万
円

。
川
辺
老
人
ク
ラ
ブ
百
日
紅
会
よ
り

壱
万
円

・
中
の
小
針
功
さ
ん
よ
り
壱
万
円

湯
た
ん
ぽ
百
個
の
寄
贈

・
こ
の
ほ
ど
加
藤
化
成
さ
ん
よ
り
寝

た
き
り
老
人
や
身
体
が
不
自
由
な
方

な
ど
の
援
房
用
と
し
て
、
湯
た
ん
ぽ

百
個
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
索
、
さ

厳
し
い
折
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
〈
社
会
福
祉
協
議
会
)

亨
子
供
た
ち
大
喜
び

川
辺
子
供
育
成
会
で

モ
チ
っ
き

子
供
た
ち
に
本
物
の
味
を
|
|
川

辺
子
供
育
成
会
で
は
、
去
る
二
月
十

三
恒
川
辺
公
民
館
前
で
親
子
一
緒
の

モ
，ず
っ
き
大
会
、が
行
わ
れ
一ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
父
兄
が
一
致
協
力
し
て
行
わ
れ

る
楽
し
い
行
事
で
す
。
今
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
そ
チ
っ
き

光
景
。
本
物
の
臼
と
杵
を
使
っ
て
約

六

0
キ
ロ
の
そ
チ
米
を
つ
き
あ
げ

る
。
威
勢
よ
い
か
け
声
と
モ
チ
つ
く

事

大

き

な

に

鬼
さ
ん
に
げ
た
か
な

保
育
所
で
元
気
に
豆
ま
き

二
月
三
日
の
節
分
の
日
、
泉
保
育

所
で
は
ち
び
っ
こ
鬼
さ
ん
が
勢
ぞ
ろ

、。
BU
 遊

戯
室
で
か
わ
い
い
一
旦
ま
き
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

保
母
さ
ん
が
こ
わ
l
い
鬼
さ
ん
に

な
っ
て
「
誰
か
泣
く
子
は
い
な
い

か
、
い
じ
わ
る
す
る
子
は
い
な
い
か
」

と
現
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
一
阜
の
大
攻

撃
。
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
か
わ
い

い
ち
び
っ
こ
の
歓
声
と
豆
の
洪
水
に

鬼
も
早
々
降
参
。
最
後
に
伏
田
所
長

。一
あ一な白い一た一ベ一食一

ノ
¥
一

早一

杵
の
音
が
交
差
す
る
中
で
お
い
し
い
一

お
そ
チ
の
出
来
主
沿
か
んO

モ
チ
っ
き
一

も
ス
イ
ツ
ハヂ

マ
ウ
)で
出
来
る
昨
今
。
一

務
代
っ
子
に
は
物
珍
し
気
の
様
子
一

で
つ
き
上
げ
た
モ
チ
は
、
あ
ん
こ
そ
一

チ
や
黄
粉
モ
チ
、
雑
煮
モ
チ
と
い
ろ
一

い
ろ
。
お
い
し
い
お
モ
チ
を
口
い
っ
一

ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
、
子
供
た
ち
に
と
一

っ
て
大
満
足
の
一
日
で
し
た
o

一

が
大
き
な
升
で
、
殻
っ
き
ピ

i
ナ
ッ
一

ツ
を
ま
き
、
子
供
た
ち
は
拾
い
集
め
一

る
の
に
大
忙
し
o

楽
し
い
遊
び
の
世
一

界
が
広
が
っ
て
子
供
た
ち
は
無
邪
気
一

そ

の

も

の

で

し

た

。

一

た一つ一い一ま一た一つ一、一
g
a
V

阻

ま

一

も一ん一
キ
C

一

鬼
~

生一先一

wv

白
銀
の
世
界
で

シ
ュ
ブ

i
ル
え
が
く

楽

L
か
っ
た

村
民
ス
キ

i
教
室

玉
川
村
民
ス
キ
!
教
室
が
二
月
二
十

日
、
国
設
沼
尻
ス
キ

1
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
ノキ
ー
は
ウ
イ
ン
タ
ー
丸
一ポ
l

ツ
の
花
形
?
4初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
弁
l
を
初
r

め
て
は
い
た
人
が
大
部

分
。
初
級
者
か
ら
土
級
者
ま
で
五
グ
ラ

ス
に
編
成
。
最
初
お
っ
か
な
び
っ
く

り
、
お
ぼ
つ
か
な
い
足
ど
り
で
転
ぶ
の

が
得
意
と
し
て
い
た
人
も
、
ス
キ

1
ク

ラ
プ
員
の
懇
切
、
て
い
ね
い
な
指
導
で

同
教
室
を
終
わ
る
頃
に
は
一
応
滑
れ
る

ま
で
に
な
り
大
喜
び
。

今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
小
学
生
の

ち
び
っ
こ
か
ら
お
孫
さ
ん
が
い
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
ま
で
厚
い
年
令
屠
。
和
気
合

々
と
し
て
親
陸
が
大
い
に
深
め
ら
れ
、

白
銀
の
世
界
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

親切な指導でメキメキ上達b
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こ
の
制
度
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

た
め
に
独
立
自
立
す
る
こ
と
が
国
難
な

者
を
扶
養
し
て
い
る
方
々
が
、
生
存
中

に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
か
け
て
、
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
後
に
残
さ
れ

た
心
身
障
害
者
に
終
身
一
定
の
年
金
を

支
給
す
る
儲
度
で
す
。

※
加
入
対
象

①
精
神
薄
弱
者
。

②
身
体
障
害
者
で
障
害
の
程
度
が

3

級
ま
で
の
者
。

③
そ
の
抱
①
、
②
と
向
程
度
の
障
害

の
あ
る
者
で
将
来
自
活
が
国
難
と

認
め
ら
れ
る
者
。

※
加
入
資
格
〈
扶
養
者
)

①
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

②
六
十
五
議
未
満
の
者
で
あ
る
こ
と

③
特
別
な
疾
病
や
障
害
を
有
し
な
い

こ
と
。

※
給
付
内
容

昭和58年 3YI 1 S 

常詰

荷

様

7 

今
年
の
初
午
は
、
新
暦
で
一
一
月
十
一

日
、
出
暦
で
は
三
月
十
九
日
で
あ
る
。

初
午
は
新
旧
暦
ど
も
に
、
二
月
に
入

っ
て
最
初
の
午
の
自
を
い
う
。
二
国
自

の
午
の
日
は
ニ
の
午
と
称
す
る
。

昔
か
ら
キ
ツ
ネ
が
稲
荷
様
の
お
使
い

を
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ど
こ
の
稲
荷
様

に
も
必
ず
考
ツ
ネ
が
詑
ら
れ
て
い
る
。

加
入
者
が
死
古
し
た
時
、
ま
た
は

重
度
の
疾
病
と
な
っ
た
時
は
、
丹
二

万
円
の
年
金
を
障
害
者
が
死
亡
す
る

ま
で
支
給
し
ま
す
。

※

掛

金年
齢
区
分
に
よ
り
選
本
額
月
一
千

円
;
一
千
五
百
円
を
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
県
で
は
低
所
得
者
の

た
め
に
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き

役
場
住
民
課
福
祉
係
で
受
け
つ
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
加

入
者
の
年
齢
が
部
才
未
満
の
者
と
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
、

大
正

8
年
4
月
2
日
か
ら
大
正

7
年
4

月
1
5
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
も
、
今
月

の
白
日
ま
で
に
市
町
村
の
受
付
窓
口
に

加
入
申
込
み
を
し
た
場
合
、
加
入
が
認

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

稲
荷
様
は
、
元
来
文
字
で
も
わ
か
る

よ
う
に
、
農
村
で
は
五
穀
豊
穣
の
農
業

神
で
あ
り
、
漁
村
で
は
豊
漁
の
持
、
町

で
は
商
売
繁
昌
の
神
様
と
し
て
信
仰
を

集
め
て
い
る
。

さ
ら
に
稲
荷
様
は
数
多
い
神
様
の
な

か
で
も
特
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
気
む

ず
か
し
く
ウ
ル
サ
イ
神
と
し
て
大
切
に

詑
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
稲
荷
様
の
霊
験
を
物
語

る
事
実
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
そ

の
う
ち
の
例
話
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

写
真
は
蒜
生
部
落
東
側
山
中
に
詑
ら

れ
て
い
る
稲
荷
様
で
、
去
る
昭
和
五
十

一
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
に
は
届
出
を

定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
な

ど
の
契
約
を
す
る
と
き
は
、
国
土

利
用
計
商
法
に
よ
っ
て
売
る
人
も

買
う
人
も
必
ず
県
知
事
に
届
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
は
次

の
場
合
で
す
。

都
市
計
画
区
域
の
う
ち

ω市
街
化
区
域
で
は
ニ
千
平
方
米

以
上

伸
そ
の
他
の
都
市
計
器
区
域
で
は

五
千
平
方
米
以
上

村
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で

は
一
万
平
方
米
以
上

口
抽
出
を
し
な
い
で
契
約
を
締
結

し
ま
す
と
、
一
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
玉
川
村
役
場
企
間

諜
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

六
年
六
月
の
宮
城
県
沖
地
震
で
石
宮
が

倒
れ
た
。
当
時
誰
一
人
と
し
て
こ
れ
に

気
付
い
た
人
は
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
翌
日
か
ら
、
近
く
の

O
K宅
の
中
仕

切
ガ
ラ
ス
戸
が
夜
の
八
時
演
に
な
る
と

ガ
タ
/
¥
、
と
音
を
た
て
て
ゆ
れ
る
の
で

あ
る
。
最
初
は
余
震
か
と
思
っ
て
い
た

が
日
が
経
っ
て
も
や
む
こ
と
な
く
、
以

来
百
号
近
く
こ
の
現
象
が
続
い
た
。

こ
の
現
象
は
向
家
の
人
ば
か
り
で
な

く
多
く
の
人
々
が
現
実
に
体
験
し
て
い

る。さ

今
月
は
企
画
課
を
紹
介
し
ま
す
。

企
酪
諜
は
大
和
田
課
長
外
四
名
の

職
員
で
村
の
指
針
と
す
る
総
合
開
発

の
企
画
立
案
を
は
じ
め
、
消
防
、
交

通
安
全
対
策
、
統
計
及
び
広
報
と
幅

広
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

還
っ
た
と
こ
ろ
、
石
宮
が
倒
れ
て
い
る

の
に
気
が
つ
い
た
。

早
速
記
り
主
に
知
ら
せ
て
石
宮
を
起

こ
し
、
赤
飯
や
油
揚
、
卵
な
ど
を
供
え

て
お
祭
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
日
か

ら
こ
の
現
象
が
き
か
れ
な
く
な
っ
た
。

現
荘
、
消
防
自
は
閉
員
数
一
一
一

O
五
名

を
か
か
え
、
指
揮
統
率
す
る
本
部
と
し

て
の
役
割
を
来
す
べ
く
万
全
を
期
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
々
急
増
す
る
交

通
事
故
等
に
対
し
て
は
、
交
通
安
全
対

策
と
し
て
交
対
協
、
安
全
協
会
と
一
緒

に
な
っ
て
事
故
撲
滅
運
動
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
ほ
か
大

が
か
り
な
国
勢
調
査
か
ら
各
種
統
計

調
査
に
至
る
ま
で
統
計
の
仕
事
は
、

貴
重
な
デ
i
タ
!
と
し
て
各
方
面
に

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
各
家
庭
に
配
付
さ
れ

る
広
報
紙
を
編
集
、
発
行
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
の
五
月
に
空
港
建
設
対
策
室

が
課
内
に
設
置
さ
れ
、
新
し
い
分
野

の
仕
事
に
村
氏
の
み
な
さ
ん
と
共
に

話
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企酉諜のみなさん

み
な
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
募
集

四
月
口
す
か
ら
H

私
の
リ
サ
イ
グ

ル
H

(

タ
イ
ト
ル
)
は
未
定
と
し
て
、

シ
リ
ー
ズ
の
掲
載
を
考
え
て
い
ま

す
。
日
常
の
生
活
や
農
作
業
の
中

で
省
資
療
活
用
や
露
物
利
用
、
こ

れ
は
便
利
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
あ

な
た
の
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
結
構
で

す
。
す
ぐ
取
材
に
お
伺
い
し
ま
す
。

一一一一

O
一
内
議
四
六
〉
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局
@
お

国
有
林
野
を
農
林
漁
業
の
用
地
と
し

て
借
り
受
け
、
又
は
使
用
し
て
い
る
人

で
、
災
害
(
冷
害
)
の
た
め
貸
付
料
金

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

そ
の
程
度
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

に
必
要
書
類
(
役
場
の
証
明
等
〉
を
添

え
て
石
間
営
林
署
長
あ
て
一
一
一
月
十
六
日

(
水
〉
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
石
川
営
林
署

管
理
係
〔
宮
(
O
一
一
四
七
一
一
)
デ
一
一
三
一
〕
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

怠

セ
ン
タ
ー
午
前

9
時
加
分
j

u

時
須
釜
公
民
館
午
後
1
時
別
分
J

日
日
(
水
〉
妊
婦
検
診
(
東
部
)
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後

1
時
J

2
時

日
日
(
金
)

1
才
6
ヶ
月
克
検
診
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

ω分

担
日
(
火
〉
一
一
一
種
混
合
予
防
接
種
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
午
後
1
時
加

分

t
2時
受
付

お
日
(
水
)
一
ニ
種
混
合
予
防
接
種
須

釜
公
民
館
午
後

1
時
叩
分

1
2

時
受
付

川
品
目
(
木
)
乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

タ
i

午
後
l
時
J
2
時
受
付

却
日
(
水
)

1
才
児
検
診
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
午
後

1
時
却
一
分
受
付

白
日
(
木
)

1
才
児
検
診
須
釜
公
民

館
午
後
1
時
別
分
受
付

公

民

館

行

事

予

定

1
日
(
火
)

日
日
(
木
)

日
日
(
木
)

μ
日
(
木
)

泉
掛
入
学
級

須
釜
婦
人
学
級

社
交
ダ
ン
ス
教
室

社
交
ダ
ン
ス
教
室

住
民
議
衛
生
関
係

業

予

定

‘・
. 、.

保検証が新しくなりま

今、み世保なきんが使っている保険証(国民健

康保険 験者証〉は 3月31日で期限が切

れ、 4月から新しい保険証になります。

更新事務は下記の日程で行われますが、家

放の中で異動がある場合は保険証を持って役

‘ 場の窓口か須釜支所で早急保険に手続きをとって

くださし、。また、新しい保証でないと 4月

1日から使用できませんので十分注意してく

アミさし、。

保険証の交付日程表

月日 部落名 時 間 場 所 I
3 

蒜小中生高 午前9時月 玉川村役場:
29 ~午後 4時30分 1: 

、火日、J 南北第須多釜 I同 土 須釜支所:

吉 午間目安一 吉会民館 1川1 
~前10時:

3 
山小屋午前10時30分月

30 千五沢 山小屋公民館 4

日 半弓 I~午前1附0分 ! 
rz一]¥.、

河青四 辻平 午後1時30牙ち、../ 四辻農業研修所1:
井沢 ~午後 2時30分 1: 

3月3 1 
Jll 辺 午目ij~習時午前11時 )11辺公民館 11

:岩法寺 I午~後午後1時23時0分30分 I岩法寺公民館 1:
f日1 

木 午後~3午時後 4時 竜崎公民館 1:

向 、. 切，.

199 

2
日
(
水
)
妊
婦
検
診

(
西
部
)
母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1

時

1
2時
受
付

5
日
(
土
)
母
親
学
級

就
改
セ
ン
タ
ー

9
時
泊
分
J
ロ
時

8
日
(
火
)
料
理
講
習

及
ひ
塩
分
濃
度
検
査
北
須
釜
草
野

直

光

方

午

前

9
時
別
分

t
u時

9
日
(
水
V

料
理
講
習
及
び
塩
分
濃
度

検
査
吉
公
民
館
午
後
1
時
加
分
J

日
日
(
木
)
料
理
講
習
及
び
塩
分
濃
度

検
査
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
午

前
9
時
加
分
J
ロ
時
岩
法
寺
公

民

館

午

後

1
時
加
分
J

日
日
(
金
〉
料
理
講
習
中
生
活
改
善

高辺区

地岩
法
寺

竜

崎
南
須
釜

地川

川

辺

小蒜

中 " " 
高生

南

須"
釜

お

で

め

た

(
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

出
生
児
氏
名

山

崎

嘉

子

辻

泰

博

須

藤

昭

中 I!

添、示、
武
林

遠

藤

幸

治

柳

沼

友

美

真
野
目
千
恵

お

み

く

や

r、、

月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

死
亡
者
氏
名
年
令
法
一

須

藤

忠

男

η
光

久

矢

部

菊

重

田

治

大
竹
キ
ヨ
子
幻
重

曲
山
ト
メ
引
け
克

矢

吹

徳

与

印

ナ

矢

吹

ヂ

ン

mu

鈴

木

ア

キ

的

和

増
子
シ
ゲ
ヨ
日
正

榊

枝

ミ

ツ

川

町

忠

区

3月3日「耳命日」

大切にLでいますか

嘉保
護
者

峰雄昭央重名

竜 長

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
)

前
半
の
天
気
は
周
期
的
に
変
り
、
暖

か
な
日
が
多
い
で
し
ょ
う
c

下
旬
に
は

一
時
寒
さ
の
戻
り
が
あ
り
、
ま
た
、
荒

模
様
の
日
も
あ
っ
て
、
浜
通
り
や
中
通

り
で
も
雪
が
降
る
で
し
ょ
う
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
・
降
水
量

は
平
年
よ
り
や
や
多
く
、
積
雪
は
平
年

並
の
見
込
み
で
す
。

編

集

後

記

陽
あ
た
り
の
良
い
土
手
に
は
、
ふ
き

の
と
う
が
顔
を
出
し
、
春
の
息
吹
は
少

し
ず
つ
確
か
な
足
ど
り
で
生
ま
れ
育
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
人
の

心
も
な
ご
み
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
こ
の
寒

さ
も
あ
と
少
し
の
辛
抱
。

子
供
た
ち
の
春
を
待
ち
わ
び
る
声
が

部
屋
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
、
一
戸
外
に
飛

び
出
す
の
も
あ
と
わ
ず
か
で
し
ょ
う
。

住
民
と
の
対
話
を
大
切
に
編
集
に
あ
た

り
、
き
さ
や
か
な
が
ら
村
政
と
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。
身
近
な
話
題
、
出
来
事
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。




